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2003年度第2回XMLコンソーシアムWeek

はじめにはじめに

XMLコンソーシアムでのWebサービス実証
実験プロジェクト活動の報告(一部)
データ提供側処理に関する内容

本日の内容紹介
– 全体システムの復習(他との関係)
– データ提供側システムの紹介
– 技術的内容の紹介
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元となるモデル元となるモデル

地方自治体

・
・
・

情報提供元 情報利用先

地方自治体 ポータルサイト

ポータルサイト

地方自治体 ポータルサイト

・
・
・

観光協会

タイムリーに情
報提供したい

施設情報
(16万件) 季節情報

電話，FAX，フロッピーを介した
間接的な情報提供

Webブラウザによる
直接的な情報提供

Webページ（HTML) 
による情報提供

CSV（FTP等)
による情報提供

メリットを
還元したい

様々な利用
形態に対応し
たい

電子化
したい
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自治体側オペレーションの実態自治体側オペレーションの実態

季節情報(スキー場の積雪情報，桜の開花情報等)
を自治体から受け取り，その情報を観光情報に加
えて利用者に供給する

季節情報を定型様式に記述し，FAXで送る
使い慣れたワープロやEXCELなどで一旦入力し，
紙媒体へ出力したものをFAXすることもある
電子化されていない場合も多い

現在は，電話，eメール，フロッピ渡しなど，人手を介
したデータ投稿も併用している

Webブラウザを通したオンライン入力も既に提供さ
れている
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サーバ側オペレーションサーバ側オペレーション

受取側では，FAXの情報を人を介して読み取り，
サーバシステムにデータを再投入している

– このため，タイムラグ，転記ミスが発生しやすい

データの一次採取は人手で行うにしても，最終利用
者までは，データの転記・切り貼り,再入力を無くした
い

– データ入力を人手で介さないことで，入力コストの削減，
タイムリーでミスの無いな情報の伝達を可能にする
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WebWebサービスを利用したらサービスを利用したら
Webサービスを利用することでの技術面でのメリットは，
– 人手ではなくプログラムが介在するので，自社の基幹システムとのスムース
な連携が可能になる

– 他のWebサービス，システムとを組み合わせることによって，機能的に差別
化を図ることが可能になる

– Webサービスは標準プロトコル，形式(WSDL，SOAP,XML)を利用するので，
実行・開発するプラットフォームを限定しなくて良い

Webサービスを利用することでのビジネス面でのメリットは，
– 人手による切り貼り，転記を無くすことによるコスト削減，効率化を図ること
が出来る

– 自社のコスト削減，効率化に加え，取引相手に対するタイムリーな情報の伝
達と，人手によるデータの再入力を省くことによるコスト削減，効率化を図る
ことが出来る

今後の動向では，
– 商用Webサービスが実用化する
– Webサービスが適用される範囲が広まってきている
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今回想定したシステムモデル今回想定したシステムモデル

データエントリ
（仮想地方自治体）

集配信
（仮想観光協会）

WS１

WS４XML
ポータルサイト

リポジトリ

UDDI

WS２

WS３

①：Ｅｘｃｅｌより季節情報のデータを集配信に投
稿する。(WS1)
②：自治体からの更新情報をＵＤＤＩに登録され
ているサイトに通知する。(WS2)
③：タクソノミー（ジャンルによる配信先リスト取
得）によるフィルタ リングを行う。I/Fは
UDDI(WS３)
④：ＩＤ又はリストの要求を行い，XMLデータを
受け取る。エリア、ジャンル、位置情報に
よる検索機能を付ける。(WS4)

WS1：自治体向け情報登録
Webサービス

■SeasonInfoListener：季節情報登録

WS2：最新観光情報受信
Webサービス

WS4：観光情報検索
Webサービス

WS3：登録ポータルサイト
情報検索Webサービス
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季節情報（スキー）利用フロー季節情報（スキー）利用フロー

自治体

○月×日

万座温泉ス
キー場

積雪187cm

滑走良好◎

本日イベント
がありま
す・・・・

WS１

WS４

集配信

UDDI

WS３

WS2

会員制スキーサイト会員制スキーサイト

旅行代理店旅行代理店

観光情報
XML

16万件
季節情報

家で利用

季節情報

現地で利用

万座は
187cmか

今日はここで
滑ろう!

更新 更新

利用

観光情報
XML

16万件 WS4

通知
WS2

リポジトリ

各サイトでの
WS4による
施設情報の
有効利用

入力

スキー情報契約サイト

UDDI

WS3

検索

店頭で利用

WS1

季節情報

発信

滑りごろに
なったぞ!

更新

スキー情報契約サイト
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自治体向けサービス自治体向けサービスWebWebサービスサービス
（（WS1WS1））

SeasonInfoListener：
季節情報を更新する。同時に複数の季節情報をアップロードするこ
とが可能。

– 自治体の情報（ID，問合せ先)
– 季節情報のテーマ(桜開花情報，積雪情報)
– 場所・施設ごとの情報(複数個)
施設ID，場所名称，緯度・経度，観測日時
状況データ(数値，文字)
コメント，お奨め情報

FacilityInfoRegist：
施設情報を登録する。一つの施設情報を登録することが可能。



2003-05-29 Webサービス実証実験システム・プロジェクト 10

2003年度第2回XMLコンソーシアムWeek

季節情報提供時のデータ構造季節情報提供時のデータ構造

putCurrentStatus

jichitaiId
queryTo
theme
itemList

Item

location

ObservationDateTime
StatusText
StatusValue
Comment
Osusume

KankouInfoID
PublicName

latitude
longitude

テーマ：スキー，桜

場所：緯度・経度(int型)

観察日時：DateTime型

状況：◎，○，△，×

状況値：
スキー:積雪量(cm)
桜:満開度(%)

複数の場所を指定可能
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SeasonInfoListnerSeasonInfoListnerののWSDLWSDL
<message name="putCurrentStatusSoapIn">

<part name="parameters" element="s0:putCurrentStatus" />
</message>
<message name="putCurrentStatusSoapOut">

<part name="parameters"
element="s0:putCurrentStatusResponse" /> 

</message>

<portType name="SeasonInfoListnerSoapSoap">
<operation    name="putCurrentStatus">
<documentation>最新情報を通知する</documentation> 
<input message="s0:putCurrentStatusSoapIn" /> 
<output message="s0:putCurrentStatusSoapOut" /> 

</operation>
</portType>

論理的な
メッセージ
を記述

論理的な
サービスの型
を記述

参照
前スライド
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EXCEL(VBA)EXCEL(VBA)でのでのデータエントリーデータエントリー

WS1

WSDL参照

EXCEL(VBA)を
利用して一括登録

季節情報XML
SeasonInfoListener.xsd

集配信
サーバ

季節情報

季節情報用WSDL
SeasonInfoListenerService.wsdlWebサービスツール

キットを利用する
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Internet

自治体環境

Web参照

応答（SOAP,XML）

要求（SOAP,XML）

ユーザAP(EXCEL)

WSサービス
プロキシ

(VBAクラス)

季節情報
提供
メソッド季節情報提供

モジュール
(VBA)

プログラム構築時

2

ツールによる自動生成

3

コード作成

4
データ入力

5

実行
(データ投稿)

6

WSによるデータ
投稿・応答

7

WSDL公開
を前提

1

1 サーバ側作業
2-4 構築時作業

5-7 実行時作業

ユーザユーザAP(EXCEL)AP(EXCEL)構築・実行フロー構築・実行フロー

集配信
サーバ

WSDL

季節情報提供
WS
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利用面・共同開発面での考慮点利用面・共同開発面での考慮点
複数サーバへの対応
– アクセスポイントの動的変更のためプロキシを修正

タイムアウト時間の設定
– タイムアウトの時間間隔を5分とするためプロキシを修正

デモ用データ設定の簡便化
– 複数のシナリオで異なるデータを入力する手間を省くため，別シート
に予めデータを設定するようにプログラムを変更

複数自治体への対応
– 自治体，データ提供組織を複数持つ
– 個々の自治体からは異なるレコード数のデータが提供される
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複数集配信サーバへの対応複数集配信サーバへの対応

WS1

WSサービス
プロキシ

(VBAクラス)

季節情報
提供
メソッド

季節情報
集配信
サーバ(1)

集配信
サーバ(2) 季節情報

集配信
サーバ(3) 季節情報

実行時にアクセスポイ
ントを変更するため
プロキシコードを修正
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デモ用データ設定の簡便化デモ用データ設定の簡便化

デモシナリオによって異なるデータを使用するが，
一々入力するのは大変
– スキーの積雪情報，桜の開花情報
– 複数のデータ観測日時
– 複数の場所
複数のデータを別シートに設定しておき，そのペー
ジに配置した「データ設定」ボタン押下時にWeb
サービス登録用シートにデータを転送する

異なるレコード数が現れるため，可変長配列を利用

1つのユーザ固有のアプリケーションの位置付けと
考えられる
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デモ用データ設定画面デモ用データ設定画面

シナリオに応じ
シート選択

2

データを予め
設定しておく

1

「データ設定」
ボタンクリック 3

Webサービス
登録用シート

4

「テーマ」は，
スキーと桜
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異なるレコード数のデータに対応異なるレコード数のデータに対応

レコード数が
異なる

シナリオに応じ
シート選択

シナリオに応じ
シート選択



2003-05-29 Webサービス実証実験システム・プロジェクト 19

2003年度第2回XMLコンソーシアムWeek

EXCELEXCELによるデータ提供の良い点によるデータ提供の良い点
PC環境構築の敷居が低い

– EXCEL + ツールキット(無料)
– 日ごろ使い慣れたEXCELをそのまま使うことが出来る
技術・知識レベルでの敷居が低い

– EXCELマクロを作成・修正するのは無理としても，データの設定，単純な切り貼り等
のEXCEL操作ができればよい。Webサービスの接続部分は，情報システム部門の
者又は管理者が行えばよく，一般の利用者はEXCELでの表が扱えるだけでよい

– WSDL，SOAP，XMLなどの技術知識は無くてよい
操作・運用面での効率化

– 紙に出力する手間を省く
– 事前にデータを入力しておき，通信可能時に一括入力できる
– 前日(前回)データからの差分だけを入力すればよい
– 入力したデータをEXCELや他のアプリケーションで再利用できる。グラフ化，ドキュメ
ント化なども可能

– データを保持しているため，通信障害時の再入力が簡単
機能拡張の面では

– EXCELを使いこなせる人は，自分なりのアプリケーションを構築できる
– EXCELのマクロ機能でVBAプログラムを使えば，EXCELアプリケーションとしてより
高度な有効な適用をすることが可能
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おわりにおわりに
WebアプリケーションとWebサービス
– Webアプリケーションは，インターネットでのWebブラウザ利用のシステムで
あり，人の介在が必須

– Webサービスは，インターネットでのプログラム間連携の技術
今回は，EXCELプログラムを用いた

EXCEL等の日ごろ使い慣れたプログラムから，インターネットを通した
対話が可能となる

セキュリティ，トランザクション，信頼できる対話の仕組みなどの課題は
あり，標準化も進んでいる
インターネットを利用する商用Webサービスが普及し利用可能になる
PDA，携帯電話，オフィス機器，家庭電化製品へと利用媒体は広がり，
知らぬ間に連携が始まる
この様なことを実現する手段の1つがWebサービスの技術である。その
際，XML，SOAP，WSDLなどの技術を意識しなくても，グローバルに
ネットワークすることが可能となる
Webサービスは時代の流れに沿っており，技術アレルギーを感ずること
なく，積極的に関心を持っていきたい
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使用プロダクトと環境使用プロダクトと環境

Microsoft EXCEL 2000，2002
Microsoft Office XP Web Services Toolkit 2.0

– http://www.microsoft.com/japan/office/developer/webservices/

Microsoft .NET Framework 1.0
– http://www.microsoft.com/japan/msdn/netframework/downloads/SDK_Readme.asp

MSサイトから
ダウンロード可能
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